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第 359 回研究報告会「原典解読における実証的方法論及び
その適用についての試論―『おふでさき』第 3号をめぐっ
て―」（7月 31 日）

金子　昭

本報告は、天理教の原典を読み解くにあたり、史実に即しつ
つ、文献学的な意味で実証主義的な方法論についての試論を提
示し、この方法論を用いて「おふでさき」第３号の幾つかの箇
所を実際に解読するというものである。この方法論の意義は、

「信仰の有無」によって事実認定が揺れ動く事態を回避し、教内・
教外の研究の間の共同討議の場を提供するところにある。

この方法論は主に次の４点からなる。①研究史を尊重しつつも、
文献そのものに真っ直ぐに向き合う。②文献は、それが書いてあ
る通りに読むのを原則とする。③理解の補助のために、歴史的・
社会的背景を探る（そのためには教義学ではなく歴史学が補助学
となる）。④予言的なことが記され、後の時期に実現を見たとし
ても、それは採用しない。これら４点を厳守し、研究の結果たと
え “ 不都合な真実 ” が出てきても、これに真摯に向き合い、そこ
から何が生み出されるかを探究しなければならない。

なお、「おふでさき」の場合、その文体上の特異性、つまり和
歌体による多義的な解釈の可能性があり、読解の際には次の３点
に留意すべきである。①字句の使用が限定されるがゆえに、読む
者に理解というよりも悟らせることが意図されている。②しかし
ながらその悟りは様々で、結果として多様な解釈をもたらす。③
この２つの問題を回避するため、一定程度連続した和歌形式を
取っている。この３点を踏まえれば、物語の筋を追うことで大き
な誤解を回避することができる。「おふでさき」では、物語の筋
が単線型ではなく複線型であるため、前後の文脈から意味の連絡
性・整合性をある程度判定することが可能になる。

上記の方法論に基づいて、本報告では、「おふでさき」第３号
の中から、「人のものかりたる（借りたる）・子のよなき（夜泣き）」

（3: 28, 29）、そして「十一に九がなくなりて・このあいだしん
もつきくる」（3: 73, 74）のそれぞれ２首ずつ連続したおうたの
有機的連結性及びその意味内容について独自に読解を試みた。

第 5回東アジア宗教学会年次大会に参加・発表（オンライン
７月 11 ～ 13 日）

堀内　みどり

第 5 回東アジア宗教学会年次大会（The 5th Annual Meeting 
of East Asian Society for the Scientifi c Study of Religion）が「第
４次産業革命との関連におけるグローバル化された東アジアの宗

2023 年度公開教学講座のご案内
─ 信仰に生きる『逸話篇』に学ぶ（９）─
2023 年度の公開教学講座は、以下の日程でオンラ
イン配信いたします。
　第１回�６月　�井上昭洋所長�
� � � 167 話「人救けたら」
　第２回�７月　尾上貴行研究員�
� � � 168 話「船遊び」
　第３回�９月　金子昭研究員�
� � � 122 話「理さえあるならば」
　第４回�10 月　澤井治郎研究員� �
� � � 146 話「御苦労さん」
　第５回�11 月　島田勝巳研究員�
� � � 165 話「高う買うて」
　第６回�１月　堀内みどり主任�
� � � 113 話「子守歌」

教と科学」（Religion and Science in the Global East in context of 
the Fourth Industrial Revolution）を大会テーマとして開催された。
本年次大会は当初ハノイで開催される予定だったが、オンライン
開催となり、堀内は７月 12 日夜、Gyungwon LEE 教授（Daejin 
University）のパネルに参加した。

パネルテーマは「東アジアの新宗教運動：本質的にモダン、意
欲的に未来志向」（East Asian New Religious Movements: Innately 
Modern and Aspirationally Future-Oriented）、堀内は「公共に
おける宗教：天理の学校における宗教教育」（Religion in public: 
Religious education of schools in Tenri）と題して発表。天理高
校における二部制の意義を寮生活に注目して紹介し、天理高校の
信条教育が、寮という共同生活の中で体験され、教室で学んだこ
とが具体的に実感されること、地方から天理に来て信仰者同士と
の生活が自らの信仰に自信を与えること、年齢の近い幹事の存在
が信仰に対する疑問を発しやすいことなどによって、より有効に
なっているということを報告した。

2022 年度「教学と現代」
　３月 25 日に開催された 2022 年度「教学と現代」
「「元の理」を描く―生命・ジェンダー・芸術―」を
オンラインで配信しています。
　研究所ホームページよりご視聴ください。


